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３ 仮説３【成長を実感できる道徳の評価の工夫】に関する研究

（１）児童の成長を記録する交換授業の実践

学習指導要領には「児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握

し，指導に生かすよう努める必要がある。」と示されている。本校では、児童の学習

状況や道徳性に関わる成長を様々な方法で捉えるようにしている。

道徳の授業で評価をする際、授業をしながら児童一人一人の様子を評価することは、

とても難しい。そこで、本校では、自分の学級の児童をじっくり評価できる場を設定

しようと、年に２回程度「交換授業」を実施している。担任は「道徳の授業評価カー

ド」に記した評価の観点に則って、授業中の児童の気付きや成長を見取ったり、発言

や発表、つぶやきや学習シートの記述内容等を評価し、記入した。【資料２９】交換

授業をすることで、担任は子どもたちの評価に集中できたため、日頃の道徳の授業よ

り、精度の高い評価が可能となった。
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【指導と評価の一体化】

新学習指導要領解説「道徳科」

に示されている通り、評価の観点①

と②が、授業を組み立てる上での

大事なポイントとなる。
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【資料２８】

【資料２９ 道徳の授業評価カード】

【交換授業のポイント】

１交換授業の教材を決め、評価
の観点を確認する。

２教材研究を学年で行う。

３学級の実態が違うため、事前
アンケートをとっておくと実
態を知ることができる。（事
前アンケートは、導入等に活
用）

４担任は児童一人一人の様子を
見取り、発言や発表、道徳ノ
ートの記述内容などを道徳の
授業評価カードに記入し評価
する。
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（２） 道徳ノートの効果的な活用方法

ア 児童の成長を評価

３年生で「心と心のあく手」（親切,思いやり）の授業を実践した。登場人物の行

動やその行動をとった理由や結果を予想させる授業展開を実施した。以下は事前に

書いた「高齢者疑似体験の感想」と「道徳の授業中に書いた道徳ノートの記述」を

並べて比較したものである。道徳ノートに思いを残すことで、道徳的価値の理解を

自分自身との関わりの中で深めていることが分かる。

高齢者疑似体験後の感想 「心と心のあく手」の授業での記述

イ 振り返り（ねりあげる過程・つなぐ過程）で評価

道徳ノートを「ねりあげる過程」「つなぐ過程」で使う場合、児童に「振り返りの

ポイント」を示した。「振り返りのポイント」を示したことで、何を振り返るか明確

になり、どの児童も振り返りが書けるようになった。また教師にとっても、児童がど

の程度、本時のめあてにそって考えることができているか評価できたり、教師自身の

授業評価に生かしたりすることができた。

A君の道徳ノート
おじいちゃんとおばあ

ちゃんがきついと、今気
付きました。耳があまり
聞こえないと分かりまし
た。

A君の道徳ノート
①（行動の予想）おばあちゃんの荷物を持ってあげた。
②（理由）おばあちゃんが転んだとき、ぼくが付いて
いたら助けられるから。ぼくも、前におばあちゃん
が歩くとき、きつそうだっだから荷物を持ってあげ
たことがあります。ぼくのおばあちゃんは「ありが
とう。」と言ってくれたから、ぼくの心がぽかぽか
になりました。

③（結果の予想）おばあちゃんが喜んでくれた。

A君は、高齢者擬似体験を通して高齢者の大変さを実感し、道徳授業で荷物を持
ってあげた自分の行為が価値あるものだと気付き、理由を上記のように記述してい

た。道徳ノートに思いを残すことで、児童自身、自分の心の成長を実感できた。

【資料３０】

【資料３１】

【資料３２ 「まどガラスと魚」道徳ノート】

【振り返りのポイント】
感想の書かせ方（展開・終末）
①今までは○○○でした。
②今日の授業で学んだことは○○○
③これからは○○○

※①～③の言葉を提示し児童の変容を見取る。
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上記のように、児童の実態に合わせた使い方を工夫することがポイントとなる。低

学年は絵が中心で、学年が上がるごとに内容も少しずつ高度なものへと変化する。高

学年では、自分なりに工夫したまとめかたができるようになっている。

（３） 自分の成長を実感できる自己評価カードの活用～「道徳の授業ふりかえりカード」～

道徳の授業で学習したことが自分自身の中

でどのように深まったのかを自己評価するた

めに「道徳の授業ふりかえりカード」を活用

した。

「道徳の授業ふりかえりカード」作成に当

たって配慮したことは、早く簡単に書けると

いうことである。①から④の項目について◎

○△を使い、簡単に評価できるようにした。

一言感想の欄には、本時で学習で考えたこと

を自由記述できるようにした。

記入後は、道徳ノートに貼り付けさせ、年

間を通して、学びの足跡を残した。

「道徳の授業ふりかえりカード」は、児童自身が自分の学びを振り返るだけでなく、

教師自身が道徳の時間における子どもたちの学習状況の様子や心の変容を把握するこ

とに大いに役立った。

低学年では、絵や文字を使って自分

の思いを残している。

キーワード「感謝」をもとに振り返りを

している。

【資料３３】 【資料３４】 【資料３５】

【資料３６】

１年生の道徳ノート ５年生の道徳ノート
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（４） 学校・家庭・地域をつなぐ評価の工夫

ア 児童の成長を伝える通知表の評価～所見の活用～

児童の成長を保護者に伝える手段はとして、通知表がある。保護者の関心がとても

高い通知表の所見欄に、道徳の授業での様子や体験活動・各教科等での様子を書くよ

うに共通実践をした。所見を通して、児童の頑張りやよさを保護者へ発信できた。

イ 親子ふれあい読書

学期に１回「親子ふれあい読書」を実施している。「く

まもとの心」や「わたしたちの道徳」の中からお勧め

の読み物を学年ごとに紹介して、家族で読むことを推

進した。「親子ふれあい読書」を通して、親子で感想を

交流させ、児童の考えのよさを保護者から褒めてもら

う（評価してもらう）という目的がある。「テレビを消

して同じ時間、同じ場所で読むことで、しっかり集中

できた。今後もできるだけこの時間を持ちたい。」とい

うような感想も寄せられた。児童も、「親子で読めて楽

しかった。」という感想が多かった。一緒に読むところ

まではできたが、活発な感想交流まではいかなかった。

今後も、この取組を続け、親子で道徳的価値について

考え話す機会を作り、家庭との連携を深めていきたい。

【１年生】
生活科での様子

生き物の命を大切にする心
を育てたいと考え、ツマグロ
ヒョウモンの幼虫を教室で飼
育することにした。児童は、
幼虫の成長を熱心に観察して
いた。

【４年生】
道徳の授業での様子
「お魚大好き さかなク
ン」（個性の伸長）の道徳
の授業をした。今まで自尊
感情が低かった児童が、道
徳の授業を通して、自尊感
情が高まった。

【６年生】
行事での様子

「運動会」では、学校のリ
ーダーとして、６年生の児
童が活躍した。
特に応援団になった児童

は、友達や下学年の児童に
親切にしていた。

【所 見 欄】
・チョウの幼虫やさなぎの
様子を毎日のぞき込んだ
り、アサガオの変化をよ
く教えてくれたり、生き
物にも優しく接していま
した。 （１年児童）

【所 見 欄】
・道徳「お魚大好きさかな
クン」では、自分のよい
ところがないと言ってい
たＢ君でしたが、友達の
声かけもあり、自分のよ
さをたくさん書いていま
した。 （４年児童）

【所 見 欄】
・運動会では、応援団とし
て練習を自主的に進め、
下級生への指導も優しく
丁寧に、頑張っていまし
た。すばらしかったです。

（６年児童）

個性の伸長 親切,思いやり

【資料３７】 【資料３８】 【資料３９】

生命の尊重

【資料４０】
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ウ 道徳教育通信～「心のプレゼント」～

今年度本校で行った道徳教育の取

組及び道徳の時間の様子について、

道徳教育通信を通して保護者や地域

に発信した。

学習の前後の児童の変容や道徳教

育における本校の思いを主な内容と

している。このことで、道徳教育に

関する話題が家庭で取り上げられた

り、児童を認めるきっかけとなった

りした。

道徳教育をはじめとして、教育活

動全体に対する保護者の関心につな

がった。

Ⅲ 研究の成果と課題

【資料４１ 「心のプレゼント」】

【仮説１について】

・体験を生かし、自分を見つめさせる工夫をし

たことで、児童にとって教材が身近に感じら

れ、積極的に道徳の授業に参加するようにな

った。道徳が楽しいと答える児童がほとんど

の学年で増えた。【資料４２】

・道徳教育全体計画別葉を職員がよく目にする

職員室に掲示したことで、年間を通して道徳

教育のつながりを意識した実践ができるよう

になった。【資料４３】

・授業で自分を見つめさせる際、写真の活用を

した。写真は、児童が自分を見つめる上で大

変効果的だった。振り返りが苦手な児童も写

真を見ながら「自分も前に経験したことがあ

ったな。」と見つめ直すことができた。【資料

４３】

・道徳コーナーは、児童が学んだことを繰り返

し振り返るのに活用できた。【資料４～７】

【資料４２】

【資料４３】
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【仮説２について】

・ペアトークやグループトーク等の多様な話合

い活動を取り入れ「共に考える道徳の授業展

開の工夫」を行った。そのことで、児童の考

えが深まる場面が増えた。アンケート結果【資

料４４】で「友達の考えと比べてなるほどと

思う」と答えた児童の数がほとんどの学年で

伸びた。意見を交換することにより、自分の

考えを確かなものにできた結果である。

・「共に考える道徳の授業展開の工夫」では、発

問の工夫をした。児童の問題意識を高める発

問を心がけることで、学んだことを行動に移

したいという意識が高まった。【資料４５】

・今後の課題として、話合いの充実を図る必要

がある。自分の考えと友達の考えを比べて問

い返しをするなど、話合いをすることで、よ

り学びが深まるよう、工夫を続けていきたい。

【仮説３について】

・難しい道徳の評価であるが、「交換授業」を実

施することで、自分の学級の児童がどのよう

な考えをもち、どのような態度で授業に取り

組んでいるか等、児童のよさや成長をじっく

り評価することができた。【資料２８・２９】

・日常の評価の積み重ねを通知表の所見欄に活

用したことで、児童のよさを保護者に伝える

ことができ児童の自尊感情を高めることがで

きた。アンケート結果【資料４６】より「自

分の良いところが言える」という児童の割合

がほどんどの学年で伸びている。

【研究全体を通して】

・本テーマで取り組んだことで、児童が道徳教

育を通して、友達とつながりながら学び合っ

たり、教材と深く向かい合ったりすることが

できた。一番良かったことは、自他の命を大

切に思う心がより深まったことである。【資料４７】

・指導と評価の一体化を実践することで、授業

改善が行われ、児童の心に響く授業ができた。

【資料４４】

【資料４５】

【資料４６】

【資料４７】
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おわりに

「僕たちも一緒にしたいです」台風通過後、中庭を片付けている職員を見つけて、一緒に掃

除をしたいと申し出た児童。熊本地震の際、御船小のために地域で募金をしてくださった方の

ために感謝のメッセージを自ら送りたいと申し出た児童。体験を生かし自己を見つめさせる本

校の授業実践の成果が児童の姿となって現れています。

本校では､平成２５年度より道徳教育をテーマに校内研修を進め、その年の課題となったこと

を次年度へ解決するための取り組みを重ねてきました。平成２８年度は、研究主題を「いのち

輝き、自他を『つなぐ』道徳教育を目指して～体験活動を道徳の授業に生かす取組～」とし、

研究に取り組みました。特に各教科等や体験活動を道徳につなぐ工夫と体験活動を道徳の授

業につなぐ工夫について実践と研究を重ねてきました。本年度は、テーマを「いのち輝き、

自他を『つなぐ』道徳教育を目指して」と継続しサブテーマを「自己を見つめ、共に考える

道徳の授業」とし、自己を見つめ、共に考える道徳の授業づくりを行ってきました。動作化

や役割演技、共通体験の活用、道徳的克価値にせまる発問の工夫等を行ったことで、自分の

体験に基づき、考え、意見を述べる児童が増えてきています。私たち職員はこの児童の変容を

自分たちの喜びとし、更に研究を進めていく所存です。

今後も、次世代を担う児童自らが、学ぶ意志や意欲をもち、未来の夢や目標を見据え、自

分の利益だけでなく社会や公共のために何をすることができるかを考えられる児童の育成を

目指して、全職員で研修を進めていきたいと思います。

最後に、本校の研究推進にあたって、貴重な指導・助言を頂いた上益城教育事務所の先生

方をはじめ、管内の諸先生方に心より感謝いたします。
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